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決
算
に
対
す
る
討
論
の
概
要

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
か
が
や
き
持
続
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
が
後
半
に
入
り
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
好
循
環
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
▽
市
税
収
入
が
７
年
連
続
で
増
加
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の

施
策
が
実
を
結
び
、
良
好
な
財
政
状
況
が
堅
持
さ
れ
た
こ
と
を
高
く

評
価
し
ま
す
。
▽
良
好
な
財
政
状
況
と
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
つ
つ
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
確
保
に
努
め
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
▽
一
般
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

市
債
残
高
は
県
内
市
で
最
少
、
基
金
残
高
は
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
つ
つ
良
好
な
数
値
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
▽
市
債
と
基
金
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
で
、
長
期
的
な
視
点
で
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
▽
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
わ
た
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
▽
こ
の
超
低

金
利
時
代
、
人
口
増
に
つ
な
が
る
先
行
投
資
に
市
債
を
積
極
的
に
活

用
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
こ
と
も
一
つ
の
方
策

だ
と
考
え
ま
す
。
▽
行
政
運
営
は
今
ま
さ
に
大
き
な
分
岐
点
で
す
が
、

攻
め
の
都
市
経
営
を
貫
い
て
い

た
だ
き
た
い
。
▽
「
住
み
た
い

　
住
み
続
け
た
い
ま
ち　
海
老

名
」
の
実
現
に
向
け
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
各
種
事

業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
ま
す
。

公
明
党

賛成

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
平
成
30
年
度
は
「
さ
ら
な
る
躍
進
、
未
来
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
け
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
７
回

に
わ
た
る
補
正
予
算
を
通
じ
て
、
国
の
補
正
予
算
や
政
策
の
修
正
に

適
宜
対
応
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
▽
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
海
老
名
駅
西
口
に
安

全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
さ
れ
、
防
災
で
は
、
災
害
時
の
情
報

収
集
に
向
け
た
ド
ロ
ー
ン
の
配
備
や
危
機
対
処
型
起
震
車
の
導
入
な

ど
先
進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
。
▽
海
老
名
の
将
来
に
向
け

た
子
育
て
支
援
で
は
、
え
び
な
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
や
南
部
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
所

得
制
限
を
設
け
な
い
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
継

続
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
▽
若
者
の
定
住
促
進
に

向
け
た
家
賃
補
助
事
業
や
奨
学
金
返
還
補

助
事
業
の
継
続
な
ど
、
長
期
に
わ
た
る
若

い
世
代
の
育
成
に
向
け
て
も
他
に
類
を
見

な
い
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
▽
長
期
に

わ
た
る
持
続
的
な
発
展
と
市
内
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
、
厚
木
駅
周
辺
市
街
地
再

開
発
や
新
た
な
工
業
系
市
街
地
の
創
出
な

ど
先
を
見
越
し
た
的
確
な
施
策
は
、
未
来

の
海
老
名
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
姿

勢
で
あ
り
高
く
評
価
し
ま
す
。

い
ち
ご
の
会

反対

〇
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
反
対
、
他
は
賛
成

▽
将
来
負
担
比
率
が
平
成
29
年
度
20
・
５
％
、
平
成
30
年
度
26
・
３

％
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。
目
標
値
を
掲
げ
る
な
ら
こ
の
上
昇
を
総
括

し
市
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
▽
決
算
審
査
で
は
、
本
市

の
家
庭
系
可
燃
ご
み
の
一
人
当
た
り
の
排
出
量
は
平
成
29
年
度
が
４

１
８
㌘
、
平
成
30
年
度
が
４
０
６
㌘
で
、
平
成
29
年
度
の
座
間
市
４

４
１
㌘
、
綾
瀬
市
４
６
４
㌘
と
、
本
市
が
ダ
ン
ト
ツ
に
減
量
化
に
努

力
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
れ
ば
、
市
民
は
な

ぜ
本
市
だ
け
有
料
化
な
の
か
と
疑
問
に
思
う
で
し
ょ
う
。
市
民
ま
つ

り
は
、
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
を
市
民
と
と
も
に
進
め
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
、
今
こ
そ
や
る
べ
き
で
す
。
▽
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
の
基
準
月
額
が
４
３
９
０
円
か
ら
５
１
２
０
円
に
値
上
が
り
し
ま

し
た
。
市
長
は
基
金
５
億
８
千
万
円
を
取
り
崩
し
て
可
能
な
限
り
保

険
料
の
圧
縮
を
し
た
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
の
取
り
崩

し
は
５
３
４
０
万
円
で
残
高
の
１
割
に
も
満
た
な
い
額
で
す
。
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
の
不
用
額
は
、
３

億
７
６
３
８
万
円
増
の
８
億
６
９
３
万

円
で
す
。
１
年
目
か
ら
取
り
崩
し
額
を

増
や
す
予
算
を
編
成
す
れ
ば
保
険
料
の

値
上
げ
幅
を
抑
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
の

で
、
介
護
保
険
給
付
費
等
準
備
基
金
を

十
分
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党

反対

〇
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
反
対
、
他
は
賛
成

▽
平
成
30
年
度
に
お
い
て
家
庭
系
ご
み
の
一
部
有
料
化
の
準
備
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
10
％
へ
の
消
費
税
の
増
税
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る

状
況
の
も
と
、
市
の
試
算
で
は
４
人
家
族
で
年
間
６
７
２
０
円
の
新

た
な
負
担
を
さ
ら
に
市
民
に
課
す
こ
と
は
問
題
で
す
。
極
め
て
短
期

間
の
う
ち
に
、
６
千
筆
を
超
え
る
反
対
署
名
が
集
ま
っ
た
重
み
を
市

長
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
有
料
化
は
中
止
す
る
べ
き
で
す
。
▽
同
年

度
も
中
央
お
よ
び
有
馬
図
書
館
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
・
Ｔ
Ｒ
Ｃ
共
同
事
業
体

に
よ
る
指
定
管
理
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
営
利
企
業
が
運
営
す

る
こ
と
で
、
市
と
利
用
者
の
間
に
距
離
が
生
じ
、
あ
る
べ
き
図
書
館

づ
く
り
が
阻
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
の
丸
投
げ
に
よ
り
、

市
が
持
つ
べ
き
図
書
館
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
識
見
と
意
欲
、
そ
れ
ら

を
持
つ
人
材
が
失
わ
れ
る
の
も
問
題
で
す
。
▽
食
の
創
造
館
や
将
来

の
民
営
化
も
見
据
え
た
市
立
下
今
泉
保
育

園
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
、
市

民
窓
口
や
福
祉
窓
口
、
弁
当
併
用
方
式
に

よ
る
中
学
校
給
食
の
調
理
の
業
務
委
託
が
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た
こ
と
は
問
題
で
す
。

さ
ら
に
同
年
度
か
ら
、
東
柏
ケ
谷
小
学
校

の
給
食
調
理
場
の
運
営
が
、
民
間
事
業
者

へ
の
業
務
委
託
に
切
り
替
え
ら
れ
た
点
も

新
た
な
問
題
で
す
。

創
志
会

賛成

５年計画の総合戦略

えびな安全安心ステーション

中
央
図
書
館


